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～導入から計画、実践のステップ～

Ｈ　Ｐ ● https://www.rakuwa.or.jp/
所在地 ● 京都市山科区音羽八ノ坪51-4

　　　業　　種 ● 医療・介護
　　　従業員数 ● 6,000名（Ｒ5.4現在）

洛和会ヘルスケアシステム

健康経営に取り組むきっかけ
　初代理事長の「将来の社会の構造とニ
ーズに応じて『延寿楽生』の理念」のも
と、「医療」「介護」「健康・保育」「教
育・研究」の分野で質の高いサービスを
提供するため努力を重ねています。これ
らを持続的に行うには、職員が健康で生
き生きと働き続けられる環境を整備し、
職員の健康増進と職場の活力向上を組
織一体となって実現できるように取り組
む必要があると考え、洛和会健康経
営宣言 ～Well-being for all～を発
出しました。

組織の体制
　2023年４月に専任部署として洛和会健
康経営推進室を設置！
　矢野理事長を健康経営最高責任者と
して、健康経営担当者が実務をしていま
す。また、当会専任の公認心理師が行う
メンタルサポートや、管理栄養士・健康
運動指導士・保健師とも連携し、カラダ
のサポートも行っています。

健康課題の内容
　喫煙は、喫煙者本人はもちろん、副流
煙による二次喫煙、煙がなくなったあと
の服や床・壁などに残留した有害物質を
吸入する三次喫煙による健康被害も報告
されています。当会では職員やその家族、
病院の患者さんや施設のご利用者さん
が、タバコによる被害を受けることなく安
心して暮らせるようにと職員の卒煙を考
えました。

メンタルサポート室を社内外に設置、外来受診時の診療費補助制度、
二次健診受診時の特別休暇付与、社内運動イベントの開催など

理事長健康経営推進会議

●数値目標の内容
　2023 年 5 月に『洛和会卒煙宣言』を告知。
　喫煙者に合わせた卒煙サポートを実施し喫煙者ゼロに。

●目標値（現状値→目標値 /達成年度）
　2022 年度末　　806 人　➡　2025 年度末　喫煙者ゼロ

数値目標の内容と期限

その他の健康課題の取り組み事例

推進計画（主な取組）
●まずは全職員にタバコに関する意
識調査（アンケート）を実施し、
非喫煙者の多くがタバコを不快
に感じていること、卒煙者のタバ
コを辞めた理由・方法、喫煙者の
半数が過去に卒煙チャレンジ
（卒煙失敗）したことがあるなど、
現状を把握し理事長健康経営推
進会議や社内回覧で情報共有しました。

●喫煙者に対し、卒煙意向調査を実施し、卒煙の意思や時期、手段などを集計し、
データベースを作成しました。

●対策として、全ての部署に禁煙ポスターを掲示、また自力で卒煙する職員に禁煙セラ
ピー本の貸し出しや、法人内の禁煙外来へ案内などを実施しています。

●今後は、卒煙サポーター制度の導入も検討しており、喫煙者を周りの職員が応援し、
みなで卒煙にむかって取り組む計画をしています。

職員アンケートの集計結果　抜粋

健 康 経 営

洛和会
ヘルスケア
システム
キャラクター

らくの助

Ｈ　Ｐ ● https://nakakei.co.jp
所在地 ● 京都市南区吉祥院石原京道町６番地

　　　業　　種 ● 専門商社
　　　従業員数 ● 46名（Ｒ5.6現在）

健康経営に取り組むきっかけ
　経営者オーナーの高い健康意識の下、
所属する全国健康保険協会京都支部に
対し2017年に「健康事業所宣言」を行い
ました。若手かつ優秀な人材の確保には
「健康経営優良法人」の認定評価が不
可欠と考え、これまでの取り組みや運用
の実態をありのまま申請。次なるはブライ
ト500の認定を目標に、社員の健康と安
心そして健全な経営のため会社が主体と
なる取り組みを推進しています。

組織の体制
　男女の健康保険委員の所属する管理
部が中心となって全社全体の活動のサポ
ートと進捗管理を実施。
　各拠点の健康づくり担当者とともに経
営者オーナーが全体をバックアップ。

協会けんぽによる「事業所健康度カルテ 2021.6」から
１．メタボリックシンドロームの該当 13.6%（京都支部平均 14.5% に対し）
２．生活習慣要改善者の割合から飲酒習慣 40.9%（京都支部平均 27.9% に対し）
３．生活習慣要改善者の割合から睡眠習慣 54.6%（京都支部平均 63.0% に対し）

「カルテ」を知り「立ち位置」を知り「健康」を極める

健康状態の特徴と現状を把握し、経営者オーナーをはじめ社員間で
「健康」に対する危機意識が高まり改善のための健康づくりに真剣に
取り組んでいます。

推進計画（主な取組）
●ウォーキングイベント「ある古っ都」への参加

……………………………………… ポイント獲得でイベント参加啓蒙
●同業者組合青年部との情報交換

……………………………… 実践力ある青年部隊による意識向上策
●健康保険委員によるセミナー開催（朝礼含）… 全社全体の意識啓蒙
●きょうと健康づくり実践企業認定取得にむけた活動

健康課題の内容

数値目標の内容と期限

取組結果（効果検証）

１．目標 13.0 に対し実績 23.7 … 評価 B から E へダウン➡

２．目標 33.0 に対し実績 47.4 … 評価 D から E へダウン➡

３．目標 63.0 に対し実績 44.7 … 評価 C から D へダウン➡ （　　　　）いずれも
2022.6
実績分を確認

●数値目標の内容
　１．適度な運動・バランスのとれた食生活を通じ内臓脂肪増加による

症候を減らすこと。
　２．過度の飲酒を律し休肝日を設ける。
　３．夜更かしを控え規則正しく睡眠を確保

●目標値（現状値→目標値 / 達成年度）
　現状　　13.6％　　　　　目標　　13.0％（令和４年度）
　現状　　40.9％　　　　　目標　　33.0％（令和４年度）
　現状　　54.6％　　　　　目標　　63.0％（令和４年度）
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